






















経営学部長 朴 大 栄
徐龍達先生を称えて
学院大学は「桃山学院大学名誉教授」の称号を贈るとともに，経営学部と経
済・経営学会は，ここに「徐龍達教授退任記念号」を刊行，献呈することと
なりました。
先生は，たんに“象牙の塔”にこもる研究者ではありません。日本の国際
化，定住外国人との多文化共生社会の確立を目指して，幅広い著作活動とと
もに広く市民活動でもオピニオン・リーダーとしての本領を発揮されました。
先生は，韓国釜山市で生をうけ，戦時の最中，わずか９歳にして渡日を余
儀なくされました。その後，先生が歩んで来られた歳月は，まさに波乱万丈
の人生であります。先生は，道理を重視され，それに反するものについては，
いかに困難な問題であっても黙認を潔しとせず，解決のため率先躬行の労を
惜しまれることがありません。先生の歩む先には多くの閉ざされた扉があり
ましたが, 同じ土地に住む人々の間の共生社会，その実現に向けて，一つ一
つの扉を明け放つまで, 息の長い活動を続けられてきたのです。
先生が新聞・マスコミに取り上げられた回数は，おそらく本学随一であり
ましょう。国公立大学「外国人教育任用法」の制定，定住外国人の地方参政
権獲得運動の推進といった市民活動の実践は，日本政府が推進している衆議
院・参議院の憲法調査会の公聴会に，定住外国人としてはじめて公述人に選
ばれるほどのインパクトを与えてきました。定年とはいえ，このように掛け
替えのない先生が退職されることはまことに残念でなりません。
徐龍達先生，本学をご退職されましても，今後とも末永くご健勝にて，市
民社会における益々のご活躍を期待いたしますとともに，後進に対しまして
も変わらぬご指導，ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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